
会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

会場参加は、
完全予約制です。
オンライン参加は、
当院ホームページ
にて方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

JR
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ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　帝京大学医学部附属溝口病院の神経
内科教授であり、当院の神経内科を担当
している馬場泰尚医師が、どのような時に
病院の「神経内科」を受診すべきかなど、
わかりやすく丁寧に解説します。

こんな時は・・・神経内科へ！
頭が痛い、手が痺れる、歩きにくい

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

10月22日（金）
13：00~14：00

日 時 講 師
ふれあい鶴見ホスピタル  
馬場 泰尚 医師

当院のホームページ上で動画をUPします

視聴の際のご不明点は
左記電話番号へ
お問合せください。

公開日以降に、ホームページ上で
動画を自由に見ることができます。

  ※インターネット環境が必要です。

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ

　腰痛は、骨ではなく、筋肉の硬さや低下
が原因の場合があり、それらを改善するこ
とが大切です。腰の痛みの予防に効果的
な体操を丁寧にお伝えします。ご自宅でで
きるものを中心に紹介しますので、是非、ご
視聴いただき、腰痛予防にご活用ください。

家でもできる腰痛予防体操

   We b   Ｗｅｂ
 医学講座

視聴フリー視聴フリーお好きな場所・時間に、何度でも！

10月26日（火）から公 開

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル
      リハビリテーション科 　伊藤 雅泰 理学療法士

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
整
形
外
科
」
で
は
、

各
種
の
関
節
痛
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
ほ
か
、

脊
椎
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

腰
椎
す
べ
り
症
、腰
椎
圧
迫
骨
折
、

骨
粗
鬆
症
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
当
院
で
は
、

患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
症

状
に
合
わ
せ
て
、
痛
み
止
め
の
内

服
治
療
や
、
湿
布
薬
の
処
方
、
必

要
に
応
じ
て
膝
関
節
内
へ
の
注
射

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

骨
質
を
強
化
す
る
治
療

　
（
続
く
）「
特
に
骨
粗
鬆
症
に
は
、

定
期
的
に
骨
質
を
強
く
す
る
注
射

治
療
を
取
り
入
れ
、
骨
密
度
を
測

定
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
を
実
施
し
、そ
の
都
度
、

必
要
な
検
査
を
行
な
う
よ
う
に
し

男
女
と
も
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。消
化
器
や
腎
臓
、

が
ん
、
腹
部
動
脈
瘤
、
女
性
で
は

卵
巣
な
ど
の
病
気
が
関
係
し
て
、

腰
の
痛
み
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
多
発
し
て
い
る

の
は
、
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
胸
椎
や

腰
椎
な
ど
の
圧
迫
骨
折
で
す
。
骨

が
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
で

は
、「
尻
も
ち
を
つ
い
た
」「
長
い

時
間
、同
じ
姿
勢
で
作
業
を
し
た
」

と
い
う
程
度
で
も
、
圧
迫
骨
折
が

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

痛
み
が
あ
る
場
合
は
も
ち
ろ

ん
、
予
防
の
た
め
に
も
、
検
査
や

治
療
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

て
お
り
ま
す
。

　

足
腰
や
関
節
な
ど
、
痛
み
や
違

和
感
で
お
困
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
当

院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
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６・１
７
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７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
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新
子
安
駅
ま
た
は
鶴
見
駅
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
約
５
分

　

厚
労
省
の
調
査
で
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、
関
節
の
痛
み

な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
、
多
数
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。体
の
痛
み
は
、し
っ
か
り
治
し
ま
し
ょ
う
。

遅
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

高
齢
者
は
圧
迫
骨
折
が
多
い

　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」に
よ
っ

て
、
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
人
は
、

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
整
形
外
科
」
の
外
来
診
療
は
、

木
曜
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
毎
日
、
午
前
の
枠
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
常
勤
医
の
田
口

英
医
師
を
含
む
５
名
の
キ
ャ
リ
ア

あ
る
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

    
〈
21
年
９
月
現
在
／
非
常
勤
医
４
名
〉

　

整
形
外
科
担
当
医
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
当
院
を

ご
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ま
は
、
脊

柱
管
狭
窄
症
、変
形
性
膝
関
節
症
、

　

体
の
痛
み
は
、
命
に
関
わ
る
病

気
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。早
く
発
見
で
き
れ
ば
、

大
病
で
あ
っ
て
も
、
重
篤
化
す
る

前
に
治
療
が
で
き
た
り
、
進
行
を
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厚労省「国民生活基礎調査」（2019年）から作成

調査結果

あなたが抱えている
自覚症状は？

ふれあい鶴見ホスピタル
整形外科

田口 英 医師

が
ん
、腎
臓
病
、
動
脈
瘤
の
可
能
性
も

最
も
多
い
悩
み「
腰
痛
」
は
早
期
解
決
を

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
整
形
外
科

骨
粗
鬆
症
な
ど
慢
性
疾
患
も
丁
寧
に
診
療

取
材
協
力

ク
チ
コ
ミ
で
受
診
増

ひ
ど
く
な
る
前
に
！
薄
毛
に「
Ａ
Ｇ
Ａ
治
療
」

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

男
性
は
必
見
！

発
毛
サ
イ
ク
ル
の
正
常
化
に
必
要
な
こ
と

　
「
Ａ
Ｇ
Ａ
」
は
、
成
人
男
性
に
み
ら
れ
る
進
行
性
の
脱
毛
症
の
こ
と
で
す
。
遺

伝
の
ほ
か
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
や
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
５
分
）
に
は
、
Ａ
Ｇ
Ａ
専
門
外
来
が
あ
り
ま
す
。
診
療
を
担
当
し
て
い
る

同
院
の
院
長
・
織
本
健
司
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

成
長
す
る
前
に
抜
け
落
ち
る

　

髪
の
毛
は
、
成
長
し
て
伸
び
、

一
定
の
期
間
を
経
る
と
、
自
然
に

抜
け
落
ち
ま
す
。
そ
し
て
抜
け
落

ち
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
新
し
い

　
Ｑ
．「
薄
毛
」
は
ど
の
よ
う
に

し
て
起
こ
っ
て
い
く
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
に
は
、
成

長
が
最
も
活
発
な
「
成
長
期
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
に
、
本
来

は
、
髪
が
太
く
長
く
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
の
原
因

で
成
長
期
が
短
縮
さ
れ
、
髪
が
十

分
に
育
た
な
い
と
、
細
く
短
い
も

髪
が
生
え
ま
す
。
こ
の
周
期
を
、

ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
脱
毛
症
に
な
る
と
、

髪
の
毛
が
成
長
す
る
前
に
抜
け
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

頭
皮
に
残
る
の
は
、
細
く
短
い
毛

の
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
髪
が
薄
く
見

え
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　
Ｑ
．
そ
れ
を
「
Ａ
Ｇ
Ａ
」
と
呼

ぶ
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
正
し
く
は
、
こ
の
状
態
だ

け
で
な
く
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど

が
関
係
し
て
い
る
男
性
型
の
脱
毛

症
を
「
Ａ
Ｇ
Ａ
」
と
呼
び
ま
す
。

　
Ｑ
．
Ａ
Ｇ
Ａ
に
な
る
と
、
も
う

髪
は
生
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
全
く
望
み
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
髪
が
薄
く
な
っ

て
い
て
も
、
う
ぶ
毛
が
残
っ
て
い

た
り
す
る
と
、
毛
根
を
包
む
「
毛

包
」
が
存
在
す
る
の
で
、
髪
の
毛

が
育
つ
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
そ
の
可
能
性
を
活

か
す
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
育
毛
に
は
、
生
活
習
慣
の

改
善
も
大
切
な
の
で
、
十
分
な
睡

眠
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
正
し
い

食
生
活
な
ど
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
、
薄
毛
が
ひ
ど
く

進
行
す
る
前
の
早
い
段
階
で
、
Ａ

Ｇ
Ａ
の
専
門
外
来
を
受
診
し
、
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
を

だ
け
の
状
態
に
な
り
、
薄
毛
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
進
行
す
る
と
、

髪
が
徐
々
に
抜
け
て
い
き
、
局
所

的
に
肌
が
露
出
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用

　

男
性
型
脱
毛
症
（
Ａ
Ｇ
Ａ
）
は
、

一
般
的
に
、
遺
伝
や
男
性
ホ
ル
モ

ン
が
主
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。「
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
」
と
い

う
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
、頭
皮
の「
５

α
リ
ダ
ク
タ
ー
ゼ
」（
酵
素
）
と

結
合
し
、「
ジ
ヒ
ド
ロ
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
」
に
な
る
こ
と
が
関
係
し

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
貴
院
の
Ａ
Ｇ
Ａ
専
門
外
来

で
の
治
療
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
患
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と

り
に
よ
っ
て
診
療
内
容
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
一
概
に
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
内
服
薬
の
処
方
は
当
院
で

行
な
っ
て
い
る
治
療
内
容
の
一
つ

で
す
。
ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
を
正
常
に

戻
す
効
果
が
期
待
さ
れ
る
薬
に

よ
っ
て
、髪
が
太
く
長
く
成
長
し
、

薄
毛
に
な
っ
て
い
た
部
分
の
回
復

を
目
指
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の
利
便

性
を
考
え
、
土
曜
日
も
Ａ
Ｇ
Ａ
専

門
外
来
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

薄
毛
は
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
当
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
ジ
ヒ
ド
ロ
テ
ス
ト
ス

テ
ロ
ン
は
、
髪
の
成
長
に
関
与
す

る
毛
乳
頭
細
胞
に
作
用
し
て
、
髪

の
成
長
を
抑
え
る
信
号
を
出
す
の

で
す
。生

活
習
慣
は
改
善
で
き
る

　

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
や

ス
ト
レ
ス
も
、
Ａ
Ｇ
Ａ
の
原
因
の

一
つ
と
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
を

改
善
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
必

要
な
栄
養
の
摂
取
や
、
睡
眠
時
間

の
確
保
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
は

じ
め
と
す
る
日
頃
の
生
活
を
見
直

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
療
サ
ポ
ー
ト
も

　

Ａ
Ｇ
Ａ
に
対
す
る
医
療
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。症
状
に
よ
っ
て
、

内
服
薬
な
ど
、
そ
の
人
に
適
切
な

治
療
方
法
を
、
医
師
が
提
案
し
ま

す
。
自
分
に
合
う
Ａ
Ｇ
Ａ
の
医
療

は
、
専
門
検
査
や
診
察
を
経
て
、

受
け
ら
れ
ま
す
。

成長期

抜け落ちる

太く長く
育つ

十分に
育たない

毛包

ヘアサイクルのイメージ

ふれあい東戸塚ホスピタル
AGA専門外来担当
織本 健司 院長

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
Ａ
Ｇ
Ａ
専
門
外
来

　
火
午
前
、
木
午
後
、
土
午
後

☎
０
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横
浜
市
戸
塚
区
上
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濃
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８

2021年９月

No.62
横浜版健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

1



セミナーの申込みは下記へ

シニアホテル東戸塚
イーストウイング

☎045-827-2707
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

会場 JR東戸塚駅西口から無料バス５分

東急
ストア
東急
ストア

西口西口

東口東口
東戸塚駅

セブン
イレブン

松屋松屋

年金
事務所
年金
事務所

駐輪場駐輪場

ファミリーマート

積水ハウス積水ハウス

東戸塚西口
プラザ
東戸塚西口
プラザ★シャトルバス

乗り場

■ 老人ホームの種類と入居資金計画
■ 入居のタイミング、施設の賢い選び方　など

こんな不安や疑問にお答えします！

会場 シニアホテル東戸塚
イーストウイング 講師 高齢者施設

専門担当者

参加無料
各日１組限定
完全予約制 申込順

聞いて納得！老人ホームの選び方
主催  湘南ふれあいの園

14:00から（約１時間）各日10 ⁄
4  ～17月 日

無 料
セミナー 　

高
齢
者
専
用
の
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
種
類
が
複
雑
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、さ
ら
に
施
設
入
居
に
関
す
る
資
金
計
画
や
、

書
類
の
見
方
な
ど
を
学
ぶ
中
高
年
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
無
料
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
１
日
１
組
の
個
別
開
催
な
の
で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

「
聞
い
て
納
得
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

人
気
の
セ
ミ
ナ
ー 

安
心
の
個
別
開
催
決
定
！

10
月
４
日
〜
17
日
、参
加
は
１
組
ず
つ

た
」「
基
準
に
な
る
最
初
の
見

学
施
設
を
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
以

後
、
比
較
が
で
き
て
い
る
」
な

ど
の
声
が
多
く
、
好
評
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
と
は

　
会
場
の
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東

戸
塚
」
に
は
、
東
館
と
南
館
が

あ
り
、
今
回
は
東
館
の
「
イ
ー

ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」
で
す
。
こ
こ

は
、
地
域
病
院
が
併
設
さ
れ
た

高
級
感
あ
る
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。
上
品
濃
の
閑

静
な
土
地
に
あ
り
ま
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
聞
け
る

　
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
基
礎
知

識
や
失
敗
し
な
い
た
め
の
予
備

知
識
な
ど
が
集
約
す
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
年
間
20
回
以
上
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０

名
以
上
が
参
加
し
て
い
る
好
評

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各
家
庭
単

位
で
の
参
加
が
し
や
す
い
よ
う

に
、
１
日
１
組
限
定
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

個
別
の
質
疑
応
答
の
時
間

も
あ
り
、「
わ
が
家
の
特
別
な

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
個
別
だ
か

ら
遠
慮
な
く
聞
け
て
、
よ
か
っ

　
高
齢
者
施
設
の
種
類
や
資
金

計
画
を
学
ぶ
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー

「
聞
い
て
納
得
！
老
人
ホ
ー
ム

の
選
び
方
」
が
、
東
戸
塚
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
は
、
10
月
４
日
㈪
〜
17

日
㈰
の
各
14
時
か
ら
。
会
場
は

「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
イ
ー

ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」（
JR
東
戸
塚

駅
西
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
５
分
）。
１
日
１
組
（
３
名

ま
で
）
限
定
の
個
別
開
催
と
な

り
ま
す
。
参
加
無
料
・
完
全
予

約
制
。
申
し
込
み
順
で
希
望
日

が
埋
ま
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
予
約
は
お
早
め
に
！

　
階
下
が
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
医
療
法
人
社

団 

健
齢
会
）
で
あ
り
、
同
じ

建
物
の
上
層
階
（
６
～
９
階
）

が
会
場
の
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東

戸
塚
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」
の

フ
ロ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
の
暮
ら
し
は
、
定
期

通
院
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
階
下

に
降
り
る
だ
け
の
利
便
性
を
有

し
な
が
ら
、
緊
急
時
に
も
安
心

感
あ
る
生
活
環
境
が
あ
り
ま

す
。見

学
の
チ
ャ
ン
ス
も
！

　
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
で
最
も

多
い
居
室
は
、「
タ
イ
プ
２
」

で
広
さ
は
21
．９
㎡
で
す
。
見

学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
セ
ミ
ナ
ー
の
際
に
も
可
能
）。

　
家
族
の
入
居
を
考
え
て
い
る

人
や
、居
室
の
間
取
り
や
景
色
、

日
当
た
り
が
気
に
な
る
人
、
将

来
の
入
居
の
た
め
に
参
考
に
し

た
い
人
な
ど
も
、
見
学
で
き
ま

す
。
満
室
に
な
っ
た
ら
、
実
際

の
居
室
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

　

イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
の
資

料
請
求
は
、
お
電
話
ま
た
は

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
を
。
送
付
無
料

な
の
で
、
お
気
軽
に
上
記

（
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
直
通
☎

０
４
５・
８
２
７・
２
７
０
７
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
み
て
は
。

シニアホテル東戸塚イーストウイング

20名〈11/11㊍まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

11月18日（木）～３月17日（木）
2021年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」
（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）スクーリングは期間中に計１７日間

　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

11月生
大募集!

　

○
…
今
年
４
月
に
着
任
し
、

外
来
診
療
を
中
心
に
、
生
後
０

日
目
の
新
生
児
か
ら
中
学
生

ま
で
を
対
象
と
す
る
「
小
児

科
」を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
長

く
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街
（
新

橋
）
に
あ
る
病
院
に
い
た
の

で
、
今
の
環
境
は
緑
が
多
く
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
い
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
、
出
身
大
学
で
あ
る

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
附

属
病
院
（
本
院
）
で
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

　

○
…
祖
父
は
眼
科
医
、
両
親

は
歯
科
医
と
い
う
医
療
を
身

近
に
感
じ
る
環
境
で
育
ち
、
医

師
の
中
で
も
「
小
児
科
医
に
な

り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
、

小
学
生
の
頃
に
芽
生
え
て
い

た
と
い
い
ま
す
。「
元
々
、
世

界
の
国
々
な
ど
、
地
理
が
好
き

で
し
た
。
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
し
た
先
生
の
話
を
聞
い

た
時
、
広
い
地
球
の
中
に
い
る

幼
い
子
ど
も
と
そ
の
命
に
つ

い
て
、
漠
然
と
、『
何
か
で
き

た
ら
』
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
」。
優
し
い
表
情
は
、
患

者
で
あ
る
小
児
だ
け
で
な
く
、

家
族
に
も
伝
わ
り
、
幅
広
い
内

容
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
。「
医
師

と
し
て
、
頼
ら
れ
る
こ
と
は
、

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
応
え
で
き
る
こ

と
は
で
き
る
限
り
丁
寧
な
説

明
を
行
な
う
よ
う
に
、
日
々
、

心
掛
け
て
い
ま
す
」。

　

○
…
大
学
で
は
、
小
児
の

「
感
染
班
」
に
所
属
し
、
感
染

や
免
疫
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
加
え
て
、
今
年
は
小
児
の

「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が

流
行
し
、
診
察
で
は
、
徹
底
し

た
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。「
多
く
の
方
に
身
近
な

病
気
で
あ
る
『
風
邪
』一
つ
と
っ

て
も
、『
感
染
』
な
し
に
は
語
れ

ま
せ
ん
。
特
に
小
児
の
病
気
は

感
染
症
が
多
く
、
現
在
は
小
児

科
の
『
一
般
外
来
』
で
診
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
よ
り
専

門
性
を
活
か
し
た
診
療
で
、
地

域
の
小
児
と
ご
家
族
の
た
め
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
」

と
、
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
小
児
感
染
の
専
門
知
識
で

　
　 

地
域
医
療
へ
さ
ら
な
る
貢
献
を

生駒 直寛 医師
 （いこま なおひろ）　　　　

康心会汐見台病院
【小児科】

日本小児科学会 小児科専門医

専
門
診
療
の
一
つ

“
つ
ま
づ
き
”は「
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部
」へ

子
・
親
の
相
談
も
可
能

　

磯
子
区
に
あ
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
の
小
児
科
で
は
、
小
児
の
各
専
門
外

来
（
消
化
器
肝
臓
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
腎
泌
尿
器
、
精
神
神
経
、
循
環
器
、
内
分
泌
）

の
ほ
か
、
心
理
面
を
支
援
す
る
「
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部
」
を
設
置
し
、
小
児
科

担
当
医
だ
け
で
は
な
く
、
公
認
心
理
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
地

域
の
乳
幼
児
・
児
童
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
「
小
さ
な
大
人
」
で

は
な
く
、
子
ど
も
特
有
の
体
を
も

つ
の
で
、
大
人
と
は
薬
の
効
能
や

児
保
健
を
包
括
す
る
小
児
医
療
に

関
し
て
す
ぐ
れ
た
医
師
（
以
下
省

略
）」〈「
日
本
小
児
科
学
会
」
小

児
科
専
門
医
概
要
よ
り
〉
と
し
、

所
定
の
研
修
を
経
て
試
験
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど

も
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
充
実

に
寄
与
し
、
小
児
医
療
の
幅
広
い

知
識
と
経
験
を
有
す
る
医
師
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

同
院
で
は
、
予
防
接
種
や
乳
幼

児
健
診
の
ほ
か
、
一
般
外
来
で
の

診
察
に
加
え
、消
化
器
肝
臓
疾
患
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
腎
泌
尿
器
疾

服
用
量
な
ど
も
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
子
ど
も
の
不
調
は
、
小
児
の

特
徴
を
深
く
理
解
し
て
い
る
「
小

児
科
医
」
に
診

て
も
ら
う
こ
と

が
ベ
ス
ト
で

し
ょ
う
。
小
児

科
医
は
、
子
ど

も
の
健
や
か
な

成
長
と
発
達
を

見
守
り
な
が

ら
、
小
児
疾
患

の
知
識
と
治
療

技
術
を
も
っ
て
、
全
身
の
診
察
を

行
な
い
ま
す
。

14
名
の
小
児
科
医
が
所
属

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
小
児
科

で
は
、「
小
児
科
専
門
医
」
の
資

格
を
も
つ
医
師
が
所
属
し
、
常

勤
医
師
５
名
、
非
常
勤
医
師
９

名
〈
２
０
２
１
年
８
月
現
在
〉
が
診
察

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
生
駒
直
寛

医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
は
こ
の
資
格
を
も
つ
一

人
で
す
。「
小
児
科
専
門
医
は
小

患
、
精
神
神
経

疾
患
、
循
環
器

疾
患
、
内
分
泌

疾
患
な
ど
の
専

門
外
来
を
設
け

て
い
ま
す
。

心
理
面
に
特
化

　

さ
ら
に
、
小

児
部
門
に
あ
る

「
心
の
は
ぐ
く
み

診
療
部
」
は
、
同
院
の
大
き
な
特

徴
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
親
と
子
の
心
を

育
む
場
」
と
し
て
、
公
認
心
理
師

が
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
た
り
、
発
達
検

査
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
「
つ
ま
づ

き
」
を
感
じ
て
い
る
時
な
ど
、
親

は
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
児
科
・
生
駒
直
寛
医
師
は
、

次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
当
院

の
『
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部
』
は
、

康心会汐見台病院
☎045-761-3581磯子区

汐見台1-6-5

消化器肝臓／腎泌尿器／
精神神経／循環器／アレルギー
内分泌／心のはぐくみ診療部 など

専門
診療

環状２号

磯
子
駅

屏風浦駅 16

汐見台小
P有
ココ

小児科
午前
午後

月 火 水 木 金 土

優
し
く
接
し
な
が
ら
検
査
を
行
な
う
竹
田
知
子
公
認
心
理
師

常
勤
の
公
認
心
理
師
を
は
じ
め
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
お

り
、
地
域
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

心
理
面
の
検
査
な
ど
は
、
専
門

ス
キ
ル
を
も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
が
、
必

ず
小
児
科
医
の
診
察
も
行
な
い
ま

す
。
心
理
的
な
も
の
が
原
因
と

な
っ
て
、
頭
痛
や
腹
痛
を
起
こ
す

お
子
さ
ま
は
多
く
、
医
療
的
な
介

入
の
必
要
が
あ
る
か
な
ど
、
丁
寧

に
診
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
、
小
児
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
小
児
支
援
の
拠
り
所
と

し
て
、
保
健
所
や
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
か
ら
の
ご
紹
介
も
多
く
、
こ

の
現
状
を
踏
ま
え
、
当
院
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
小

児
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
当
院
へ
ご

来
院
く
だ
さ
い
」。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

汐見台病院
小児科

2



〒244-0806   
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48 https://sums.ac.jp入試事務室

湘南医療大学 HP☎045-821-0115 

入試事務室 詳しくは本学ホームページをご覧ください。

編入学試験日・募集人数

Ⅰ期　 2021年10月 9日（土）

Ⅱ期　 2021年11月13日（土）

Ⅲ期　 2022年 ２月  5 日（土）

試験日

各10名

募集人数

湘南医療大学 薬学部の特長

チューター制 個別指導 国家試験対策

グループ病院での実習 横浜・都心から好アクセス

私たちは、入学する学生の一人ひとりの「夢」の実現を
支援することが大切だと考えます。
湘南医療大学では、経験豊かな教員による
きめ細やかな薬学教育、少人数制教育で
薬剤師国家試験の全員合格を目指しています。
あなたも 6年制薬学部で薬剤師を目指しませんか？

2022年度 6年制 薬学部6年制 薬学部

２年次編入試験 出願開始

安
心
感
あ
る
専
門
リ
ハ
ビ
リ
と
医
療
サ
ポ
ー
ト

病
院
に
あ
る「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」は
最
大
の
利
点

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

老
後
の
た
め
に
今
か
ら
知
っ
て
お
こ
う
！

在
宅
介
護
の
質
を
豊
か
に
す
る「
ケ
ア
マ
ネ
」

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
茶
碗
を

持
て
た
り
、
コ
ー
ト
を
着
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
自
分
に

と
っ
て
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が

増
え
て
、
本
当
に
嬉
し
い
』
と
の

お
声
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
励
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
時
に
は
、
自
宅
送
迎
の
ほ

か
、
入
浴
、
食
事
の
提
供
に
加
え

て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
力
作
り
に

つ
な
が
る
集
団
体
操
、
楽
し
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

見
学
や
相
談
は
、
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」。

　

              

〈
感
想
は
個
人
の
も
の
で
す
。〉

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
利
用
者
ご
と
に
状

態
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
「
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
」
が
あ

り
、
利
用
者
は
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成
果
抜
群
の
メ
ニ
ュ
ー
に

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

担
当
者
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
一
人
お
ひ
と
り
異
な
る

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

は
、
多
く
の
方
か
ら
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。『
自
分
に

合
っ
た
負
荷
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

の
で
、
や
る
気
が
出
て
楽
し
い
』

『
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
開
け
ら

口
腔
ケ
ア
、
発
語
練
習
ま
で
、
幅

広
い
内
容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
が
地
域
病
院
で
あ
り
、
そ

こ
に
併
設
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
で
あ
る
た
め
、
医

療
面
に
強
く
、
理
学

療
法
士
や
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
と

い
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
が

そ
ろ
い
、
各
分
野
の

リ
ハ
ビ
リ
療
法
を
専

門
的
に
行
な
う
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
か
ら
受
け
る

各
訓
練
の
ほ
か
に
、

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
骨
折
や
脳
梗
塞
に
よ

る
運
動
機
能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
日
常
生
活
動
作

の
訓
練
、
さ
ら
に
は
、
認
知
症
、

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
日
常
生
活

動
作
の
訓
練
や
認
知
症
状
に
関
す
る
支
援
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
や
発
語

練
習
な
ど
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
専
門
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

い
う
時
に
、
強
い
味
方
に
な
っ
て

く
れ
る
「
介
護
保
険
制
度
」
は
、

と
て
も
大
事
な
も
の
で
す
。

　

施
設
に
入
所
せ
ず
に
、
自
宅
で

介
護
を
受
け
る
「
在
宅
介
護
」
を

希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
、
そ
の
後
の

生
活
の
質
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。

　

今
ま
さ
に
介
護
に
直
面
し
て
い

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
介
護
保
険
に
関
し
て
聞
き
た

い
こ
と
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

な
ど
が
あ
れ
ば
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
な
ど
で
質
問
し
、
少
し
ず

つ
で
も
自
分
や
家
族
の
老
後
生
活

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
考
え
て
い

く
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

認
定
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

書
類
を
作
成
し
た
り
、
関
係
機
関

へ
の
連
絡
や
、
利
用
者
宅
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
態
や
、
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
調
整

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
は
、
ど
う
利
用
す

れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
な

ん
か
、
難
し
そ
う
」
と
、
構
え
て

し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

介
護
が
必
要
に
な
る
時
は
、
あ
る

日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
い
ざ
と

マ
ネ
」。
こ
れ
は
、
介
護
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
た
２
０
０
０
年
に

で
き
た
職
種
で
、
正
式
に
は
「
介

護
支
援
専
門
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

多
く
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
は
、

自
治
体
の
介
護
保
険
の
担
当
窓
口

や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、知
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
リ

ス
ト
が
作
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
）。

頼
れ
る
制
度
の
運
用
の
た
め
に

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
要
介
護

介
護
の
プ
ロ
・
専
門
員

　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
際
に
、

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」、
通
称
「
ケ
ア

居宅介護
支援事業所セ

ラ
ピ
ス
ト
は
丁
寧
に
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を
説
明

鶴見区東寺尾4‒4ｰ22

お問合せはこちらへ

045-586-1717

ふれあい
鶴見ホスピタル
　通所リハビリテーション

代表TEL

医師、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、介護福祉士、SWなど

所属スタッフ

岸谷

池谷戸

生
麦
駅

第
二
京
浜

1

京
急
線

Ｊ
Ｒ

バス停 ココ!

3



会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

会場定員は事前予約・１０名さまです。
オンラインでの
視聴方法は
当院ホームページ
をご覧ください。 大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　当院の「感染対策委員会」のメンバーで
ある坂本院長と小笠原看護師が、日頃から
実施できる感染症の予防対策を紹介しま
す。身近な視点で、わかりやすく解説します
ので、この内容を参考にしていただき、日常
的な感染予防にお役立てください。

冬の感染症 ～流行期に注意すべきこと～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

10月25日（月）14：00から日 時

講 師
ふれあい横浜ホスピタル 
坂本 芳雄 院長　小笠原 淳子 看護師

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

966 3255 2648

434489 予約
不要

開始時間１０分前〔１０/27水１４：５０～〕
以降に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　「感染症」という言葉に敏感になってい
る現在。コロナウイルスだけでなく、ノロウイ
ルスなど、感染症の基礎知識や、自宅でで
きる予防法を詳しく説明いたします。感染
対策に、ぜひご家族でご視聴ください。

コロナやノロの感染予防はこれで決まり
～セルフケアと基礎知識～

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

10月27日（水）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院
            　検査科   久保 晃哉  臨床検査技師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／10月15日㈮

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年者等を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

訪
問
看
護
の
メ
リ
ッ
ト

大
勢
の
中
の
一
人
で
は
な
い「
一
対
一
」の
ケ
ア

２
週
間
の
短
期
サ
ー
ビ
ス
も
！

退
院
直
後
の
不
安
な
時
期
に
利
用
が
増
加

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル 

訪
問
看
護

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。

　

お
困
り
事
や
相
談
し
て
み
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、

利
用
者
さ
ま
か
ら
感
謝
の
お
言
葉

な
ど
を
頂
戴
し
た
時
、
お
役
に
立

て
た
こ
と
を
実
感
し
、
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
」。〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
　
　
　
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

※
訪
問
エ
リ
ア
等
の
詳
細
は
、
お

　
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。　

に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
日
常
生
活
動
作
と
は
、【
食
事
】

【
排
せ
つ
】【
入
浴
】【
歩
行
】
な

ど
の
際
に
必
要
な
動
作
を
指
し
ま

す
。
福
祉
用
具
に
は
、【
昇
降
ベ
ッ

ド
】【
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
】【
車

椅
子
】
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多

様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
訪
問
先
で
よ
く
耳
に
す

る
相
談
内
容
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
退
院
後
の
間
も
な
い
患
者
さ

ま
の
場
合
、
ご
自
宅
で
の
在
宅
復

帰
に
対
し
て
、
ご
本
人
や
ご
家
族

が
、
本
当
に
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
の
か
、
不
安
を
口
に
さ
れ
る

場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
、
当
院
で
は
、
不
安
が

解
消
さ
れ
る
ま
で（
２
週
間
程
度
）

の
『
短
期
サ
ー
ビ
ス
』
を
提
案
し

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
訪
問
看
護

師
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
必
要

　
（
小
林
訪
問
看
護
師
）「
訪
問
看

護
は
、
看
護
師
が
医
師
の
指
示
の

下
で
、
健
康
状
態
の
観
察
や
、
治

療
促
進
の
た
め
の
看
護
の
ほ
か
、

療
養
上
の
お
世
話
、
日
常
生
活
動

作
の
訓
練
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア（
終

末
期
の
看
護
）、
さ
ら
に
は
、
福

祉
用
具
や
認
知
症
介
護
の
相
談
な

ど
、
ご
家
族
の
支
援
、
精
神
的
な

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、
利
用
者

さ
ま
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
お
支
え
し
、
生
活
の

自
立
や
社
会
復
帰
の
お
手
伝
い
を

行
な
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
」

　
︱
︱
︱
「
日
常
生
活
動
作
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の

で
す
か
？
ま
た
、「
福
祉
用
具
」

　

横
浜
市
中
区
に
あ
る
病
院
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
に
は
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
担

当
の
小
林
清
美
訪
問
看
護
師
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
介
護
方

法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
心
強
い
存

在
に
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
医
療
機
関
を
母
体
と
す

る
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

は
、
所
属
す
る
他
の
関
連
職
種
と

協
力
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を

見
極
め
、
外
来
診
療
や
検
査
入
院

な
ど
へ
の
迅
速
な
対
応
を
可
能
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

活
が
送
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、「
訪

問
看
護
」
で
す
。

検
査
入
院
な
ど
に
も
対
応

　

こ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な

特
徴
は
、
入
院
や
通
院
時
に
院
内

で
接
す
る
看
護
師
の
状
況
と
は
異

な
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
「（
自

分
だ
け
の
担
当
の
）
一
人
の
（
訪

問
）
看
護
師
」
と
し
て
、
在
宅
生

活
に
じ
っ
く
り
関
わ
っ
て
も
ら
え

　

今
、
病
気
や
障
害
を
も
っ
た
人

へ
の
医
療
は
、
通
院
を
中
心
と
す

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
住
み
慣

れ
た
地
域
や
自
宅
で
も
、
療
養
生

ふれあい横浜ホスピタル
訪問看護サービス

小林 清美 訪問看護師

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策

感
染
源
の
断
絶〔　
　

   

〕が
必
須

人
か
ら
人
へ・
経
口
感
染

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
実
践

「
ま
ず
相
談
」が
で
き
る
汐
見
台
病
院
の
内
科

磯
子
駅
・
屏
風
浦
駅
・
上
大
岡
駅
か
ら
無
料
バ
ス

ず
相
談
で
き
る
身
近
な
医
療
機
関

（
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
）”
を
実
践

し
て
お
り
、
症
状
や
疾
病
に
応
じ

て
、
専
門
科
の
受
診
（
循
環
器
内

科
、
呼
吸
器
内
科
、
脳
神
経
内
科
、

糖
尿
病
内
科
、
腎
臓
内
科
、
消
化

器
内
科
な
ど
）
へ
、
円
滑
に
つ
な

ぐ
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
」

土
曜
日
も
受
診
可
能

　
「
当
院
の
内
科
は
、
土
曜
日
も

外
来
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
初

め
て
受
診
さ
れ
る
方
や
、
継
続
通

院
が
必
要
な
方
に
と
っ
て
、
利
便

性
が
良
い
と
思
い
ま
す
。『
な
ん

と
な
く
体
調
が
良
く
な
い
』『
健

康
診
断
の
結
果
が
気
に
な
っ
て
い

る
』
と
い
う
こ
と
で
も
、
お
気
軽

に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

下
痢
な
ど
を
抱
え
る
【
感
染
性
胃

腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）】

が
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ
る
場
合

も
、
内
科
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
科
を
受
診
し
た

ら
よ
い
か
迷
わ
れ
る
場
合
も
、
当

院
で
は
、
内
科
に
お
か
か
り
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ

ま
が
、“
何
か
あ
っ
た
時
に
、
ま

身
を
総
合
的
に
診
察
し
、
幅
広
い

診
療
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
」

迷
っ
た
場
合
も
内
科
へ

　
「
腹
痛
・
食
欲
不
振
・
動
悸
・

胸
痛
・
頭
痛
な
ど
の
症
状
で
は
、

患
者
さ
ま
は
迷
う
こ
と
な
く
内
科

に
か
か
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、こ
れ
か
ら
多
く
な
る
嘔
吐
・

　
（
内
科
担
当
医
師
）「
当
院
・
康

心
会
汐
見
台
病
院
に
は
、
長
き
に

わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

患
者
さ
ま
や
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

通
院
さ
れ
て
い
る
世
帯
も
多
く
、

家
庭
医
と
し
て
の
役
割
を
強
く
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
科
で
は
、
患
者
さ
ま
の
地
元

生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
全

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
内
科
は
、常
勤
医
４
名
、非
常
勤
医
11
名
〈
21
年
８
月
現
在
〉

で
診
察
に
あ
た
っ
て
お
り
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
各
午
前
・
午
後
に
外
来
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
全
身
を
総
合
的
に
診
る
外
来
診
察
が
特
徴
で
す
。　

取
材
協
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
水
分
が
と
れ

ず
、
全
身
の
倦
怠
感
や
尿
の
減
少

な
ど
の
脱
水
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
病
院
に
か
か
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
経
口
感
染

し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
力

が
強
い
た
め
、
し
っ
か
り
し
た
手

洗
い
（
石
鹸
な
ど
を
使
用
）
と
、

う
が
い
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

感
染
者
を
看
病
す
る
場
合
に

は
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
必
ず
着
用

し
、
嘔
吐
物
を
処
理
し
た
後
は
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
消
毒

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

台
所
は
特
に
注
意
を

　

さ
ら
に
、
加
熱
調
理
を
し
て
い

な
い
食
材
が
感
染
源
に
な
る
場
合

は
多
く
、
調
理
時
の
手
洗
い
は
必

須
で
す
。
包
丁
や
ま
な
板
な
ど
も

清
潔
を
保
ち
、
感
染
経
路
を
断
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

を
強
め
る
か
ら
で
す
。

　
「
感
染
性
胃
腸
炎
」の
流
行
シ
ー

ズ
ン
は
、
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
季
の
感
染

性
胃
腸
炎
の
代
表
ウ
イ
ル
ス
は
、

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
で
す
。

治
療
薬
な
し
、 脱
水
予
防
を

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

が
感
染
し
、
さ
ら
に
繰
り
返
し
感

染
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ウ
イ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
は
１

～
２
日
と
さ
れ
、
多
く
は
、
嘔
吐

や
下
痢
が
２
日
程
度
続
き
、
腹
痛

や
発
熱
、
倦
怠
感
を
と
も
な
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
治
療

薬
は
な
く
、
脱
水
症
状
を
防
ぐ
た

め
に
、
十
分
な
水
分
補
給
と
安
静

れ
か
ら
迎
え
る
冬
場
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
性
の
も
の
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、ウ
イ
ル
ス
が
低
温
・

低
湿
度
の
環
境
を
好
み
、
感
染
力

こ
れ
か
ら
感
染
力
が
増
強

　
「
胃
腸
炎
」
は
、
夏
場
は
細
菌

性
の
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
こ

下水から河川・海へ 海中で貝が吸収 加熱不十分または生食

ウイルスが付着した手
や感染した人間が調理

ウイルスを含んだ
便・吐物

トイレ掃除などで
手にウイルスが付着、
または処理残しから
ウイルスが飛散

トイレ掃除などで
手にウイルスが付着、
または処理残しから
ウイルスが飛散

ノロウイルスの主な感染経路

ノロウイルスの消毒について 参考「ノロウイルス対策マニュアル」
（名古屋市HP）

次亜塩素酸
ナトリウム

50㎖

水 約２ℓ

水 約２ℓ

約0.02％消毒液

… 嘔吐物、糞便など

調理器具、
汚れた衣類など…

約0.1％消毒液

10㎖ ＋

＋（塩素系の漂白剤等）
嘔吐物は消毒液を浸した
ペーパータオル等で拭き、
ビニール袋に消毒液を加え
密閉して捨てる

汚れた衣類は
消毒液に10分以上浸す（ペットボトル蓋の約２杯分）

康心会汐見台病院
内 科

岡田 秀雄 副院長

康心会汐見台病院
内 科

川田 博 医師

康心会汐見台病院
内 科

ゴルベヴ 美菜子 医師

生
食
材
・
吐
物
・

調
理
器
具

康心会汐見台病院
☎045（761）3581

磯子区汐見台1-6-5

中央幼稚園

汐見台小

汐見台小前 久良岐公園

汐見台交番前
Aコープ

ココ
P有
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